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２
月　

日
、
上
野
小
学
校
を
会
場
に
市
内

２５

の
防
災
関
係
機
関
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
地

域
住
民
の
参
加
に
よ
り
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
関
係
機
関
と
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
連
携
・
協
力
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

緊
急
時
の
効
果
的
な
連
携
、
迅
速
な
活
動
を

め
ざ
し
行
わ
れ
た
も
の
で
、
消
防
団
員
や
地

域
住
民
な
ど
約
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

�
主
な
訓
練
の
内
容

　

茨
城
県
地
方
に
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
」

の
大
規
模
な
地
震
が
発
生
。
市
内
で
も
建
物

の
倒
壊
や
火
災
等
の
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

を
想
定
し
、
地
元
大
宮
支
団
員
及
び
上
野
小

児
童
や
地
域
住
民
が
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
県
防
災
航
空
隊
の
防
災
ヘ
リ
に

よ
る
人
命
救
助
訓
練
や
、
保
護
者
の
協
力
に

よ
り
非
常
炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
、
約
４

０
０
人
分
の
非
常
食
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
署
員
の
指
導
を
も
と
に
、
水

バ
ケ
ツ
や
消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
、
天
ぷ

ら
油
火
災
を
想
定
し
た
消
火
訓
練
や
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
含
め
た
応
急
手
当
の
講
習
の
ほ
か
、
火

災
の
煙
体
験
な
ど
を
行
い
、
参
加
し
た
児
童

や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
表
情
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
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２
月
９
日
、
区
長
会
主
催
に
よ
る
市
内
施

設
視
察
研
修
及
び
講
話
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

区
長
会
は
、
情
報
交
換
を
行
い
、
行
政
と

協
力
し
て
地
域
発
展
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
区
制
統
一
後
最
初
の
年

度
で
す
。
地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
区

長
会
の
中
に
調
査
委
員
会
と
研
修
委
員
会
を

設
置
し
て
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
視

察
研
修
や
講
話
会
も
そ
の
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
区
長　

人
が
参
加
し
て
水
戸
北

６７

部
工
業
団
地
内
の
茨
城
グ
リ
コ�
を
視
察
、

そ
の
後
の
講
話
会
で
は
区
長
、
副
区
長
１
３

０
人
が
市
の
展
望
に
つ
い
て
矢
数
市
長
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
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野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
茨
城
･
栃
木
両
県
の
県
境

に
接
す
る
地
域
に
よ
り
「
茨
城
･
栃
木
県
境

地
域
鳥
獣
害
防
止
広
域
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
。

　

構
成
市
町
は
茨
城
県
側
で
大
子
町
、
城
里

町
、
笠
間
市
、
桜
川
市
、
常
陸
大
宮
市
の
５

市
町
と
栃
木
県
側
が
那
須
町
、
大
田
原
市
、

那
珂
川
町
、
那
須
烏
山
市
、
市
貝
町
、
益
子

町
、
茂
木
町
の
７
市
町
計
１
２
市
町
で
す
。

　

今
後
協
議
会
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ

シ
ン
等
を
同
一
時
期
に
捕
獲
し
、
被
害
防
止

に
共
同
し
て
取
り
組
み
、
有
効
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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２
月　

日
、
常
陸
大
宮
市
森
を
活
か
し
た

１７

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
齋
藤
典
夫
会
長　

茨

城
大
学
人
文
学
部
教
授
）
主
催
の
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
、
お
お
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
市
と
茨
城
大
学
人
文
学

部
と
の
地
域
連
携
事
業
の
一
環
で
、
本
市
の

約
６
割
を
占
め
る
森
林
の
保
全
・
育
成
な
ど

を
調
査
・
研
究
し
、
暮
ら
し
の
中
に
活
か
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
に
平
成　
１８

年　

月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

１０

　

今
回
は
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
一

般
の
方
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
美
和
地
域
で

　

年
間
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
植
樹
事
業
を
続

２０け
て
い
る
、
ピ
ジ
ョ
ン�
大
藪
克
己
氏
の

「
育
児
と
育
樹
こ
こ
ろ
は
同
じ
」を
テ
ー
マ
と

し
た
基
調
講
演
後
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

自分・家族・地域を守るために…
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２
月　

日
、
市
美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い
セ
ン

１０

タ
ー
で
常
陸
大
宮
市
女
性
活
動
指
導
者
連
絡

協
議
会
と
常
陸
大
宮
市
の
主
催
に
よ
る
「
男

女
共
同
参
画
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、「
女
も

男
も
輝
く　

世
紀
」
と
題
し
、
漫
才
師
の
林

２１

家
ラ
イ
ス
・
カ
レ
ー
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
男
だ
か
ら
・
女
だ
か
ら
の
時
代

で
は
な
く
、
互
い
に
尊
重
し
合
い
価
値
観
を

大
切
に
し
な
が
ら
様
々
な
格
差
を
な
く
し
、

一
人
ひ
と
り
の
意
思
で
家
庭
・
地
域
・
職
場

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
て
い
け
る
環

境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。　

世
２１

紀
は
人
間
性
の
時
代
と
も
い
え
、
社
会
や
地

域
、
人
の
た
め
に
頑
張
る
こ
と
が
幸
せ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
と
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
語

り
か
け
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
わ
か
っ
て
い

る
が
、
年
齢
や
地
域
等
に
ま
だ
ま
だ
格
差
が

あ
り
意
識
改
革
が
大
事
で
す
ね
」
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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下
檜
沢
に
は
、
昭
和　

年
頃
ま
で
使
わ
れ

２０

て
い
た
歌
舞
伎
舞
台
道
具
（
襖
絵
）
が
保
存

さ
れ
て
お
り
、
２
月　

日
か
ら
３
日
間
美
和

１６

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

昔
は
、
下
檜
沢
宿
里
に
あ
る
鎮
守
鹿
島
神

社
の
祭
礼
の
余
興
と
し
て
舞
台
が
組
み
立
て

ら
れ
、
歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
は
「
睦
会
」
と
い
う
若
衆
に
よ
っ
て

保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、「
睦
会
」
の
解
散

に
よ
り
旧
美
和
村
が
保
存
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
当
時
の
３
分
の
１
ほ
ど
し
か
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
色
鮮
や
か
な
襖
絵
は
当
時

を
偲
ば
せ
ま
す
。

　

今
後
は
、
美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
１
組
ず
つ
展
示
す
る
予
定
で
す
。
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２
月
９
日
、
那
珂
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
常
陸
大
宮
保
健
所
管
内
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
」の

テ
ー
マ
で
大
根
を
使
っ
た
料
理
６
品
が
出
品

さ
れ
、
常
陸
大
宮
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
山
方
支
部（
代
表
根
本
紀
子
さ
ん
）

の
「
大
根
･
ト
ン
ス
テ
ー
キ
」
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
車
上
狙
い
や
空
き

巣
な
ど
の
街
頭
犯
罪
を
撲
滅
す
る
た
め
、
ま

た
小
・
中
学
生
な
ど
の
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
、
美
和
防
犯
連
絡
協
議
会
で
は
、

美
和
地
域
の
学
校
付
近
や
さ
さ
の
湯
な
ど
主

要
な
場
所
で
の
呼
び
か
け
・
見
回
り
な
ど
の

防
犯
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
犯
罪
を
発
生
さ
せ
な
い
、
犯
罪

被
害
に
遭
わ

せ
な
い
地
域

防
犯
活
動
を

実
施
し
ま
す

の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
も

ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

　２月１８日、野口小学校体育館で地域の方々と児童、
保護者、教職員約１８０人が一堂に会して「ふれあいフェス
タ」が盛大に行われました。
　野口小学校区では、各地区に自主パトロールの組織
が立ち上がり、地域の方々が子どもたちの安全確保の
ための「見守り」の活動を熱心に行っています。日頃
お世話になっている地域の方々に感謝し、交流するイ
ベントとして実施されました。
　子どもたちが主体になっての感謝する会、大宮警察
署員の方々による防犯教室、参加者みんなでもちや豚
汁などをおいしく食べた会食、地域の方々に教えてい
ただいての昔遊びなど、楽しく、有意義なひとときを
過ごすことができました。
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▲ささの湯での活動




